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提供可能技術： 

・並列処理技術 

・ 

・ 

 

 

研究内容：  

  

 近年，マルチコアＣＰＵやＧＰＵ（Graphic Processing Unit）を持つ計算機環境が一般的になり，それらを用いた並列

計算が盛んにおこなわれるようになっている．本研究では，ＧＰＵのようなＳＩＭＤ（Ｓｉｎｇｌｅ Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ Multiple Data）

型プロセッサに注目している．ＳＩＭD型プロセッサの特徴は，多数の演算器を単一の制御機構によって制御するため細

粒度並列処理および定型処理で性能が発揮される点である．逆に，データ構造やデータ転送が十分に定式化されてい

ない応用では，ＳＩＭD 制御ができないことから，逐次処理になり性能低下の要因となる．したがって，ＳＩＭD 型プロセッ

サが性能を出せる条件は次の 3条件と言える． 

 

1. データ数が十分にある． 

2. 演算およびデータ転送の並列度が十分に高い． 

3. 演算器使用効率が高い． 

 

これらの条件がそろった場合にのみ，そのＳＩＭD 型プロセッサの性能を引き出すことができる．処理の高速化には，こ

れらの条件を常に維持し，演算およびデータ転送の無駄を最大限に省くことでそのアーキテクチャの性能を引き出すこ

とが重要である．以上から，ＳＩＭD型プロセッサは，上記の 3条件すべてが高い領域にある応用でしか性能を発揮でき

ないことが問題であり，この適用範囲を広げることが課題といえる． 

 

 本研究では，ＳＩＭD 型プロセッサにおけるアプリケーションの高性能実装方法を研究している．ＳＩＭD 型プロセッサに

アプリケーションを実装する場合，効率良く高速に処理するためにはそのアーキテクチャ構造に応じた並列化を行う必

要がある．また，上記の条件を満たすため，データ数を十分に取り，演算およびデータ転送の並列性の向上を目的とし

たアプリケーション実装を検討している．実装では，画像処理や音声処理のような，大量のデータに対し同じ処理を行う

という並列化に向いた処理，および，暗号化や組合せ最適化問題の解法のような処理に時間がかかるアプリケーショ

ンの実装を行っている． 

また，アプリケーション実装だけではなく，並列性向上のためのアーキテクチャの検討や，多数の演算器に対して効

率の良い並列化を行うために，実装の容易化に向けた開発環境の構築を行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 

so-hosa02
テキストボックス

so-hosa02
タイプライターテキスト
熊本高等専門学校 電子情報システム工学系

so-hosa02
テキストボックス

so-hosa02
タイプライターテキスト
准教授




